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未発表データが含まれるスライドを除いています。
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Information Communication Technology
（情報通信技術）

Artificial Intelligence（人工知能）

Telemedicine（遠隔医療）
AIを用いた診療支援

AIによる自動診断センシング

レセプトコンピュータ

電子カルテ

AIによる治療

医療画像管理（PACS)

Personal Health Record

オーダリング

地域医療ネットワーク



Tele
（離れた）

＋
Psychiatry
（精神科）

＝
Telepsychiatry



Established Pilot Informal
No Stage
Provided

Total

Teleradiology 33% 20% 7% 2% 62%

Telepathology 17% 11% 9% 4% 41%

Teledermatology 16% 12% 7% 3% 38%

Telepsychiatry 13% 5% 5% 1% 24%

‘established’ (continuous service supported through funds from government or other sources), ‘pilot’ (testing and 
evaluation of the service in a given situation), or ‘informal’ (services not part of an organized program)

WHO調査による遠隔医療の世界的導入状況 2009



American Telemedicine Association
によるガイドライン



本邦におけるTelepsychiatry活用の可能性

僻地医療

復興支援

在宅医療

引きこもり

医師偏在（特に専門性の高い検査・治療）

医療の均てん化



2）遠隔精神科医療臨床研究のデータベースモデル
の構築・運用

3）遠隔精神科医療の手引書の策定

１）4つの臨床研究を通じた遠隔精神科診療
の診断信頼性、有効性、安全性、利用者満足
度の検証

1）海外のガイドラインを参照
2）臨床研究で得られた我が国独
自の知見を反映
3）関連学会・ステークホルダー
との共同作業
4）定期的な更新（ガイドライン
策定過程は原則公開）

J a p a n e s e I n i t i a t i v e f o r D i a g n o s i s a n d T r e a t m e n t

E v a l u a t i o n R e s e a r c h i n T e l e p s y c h i a t r y

慶應義塾大, 日本遠隔医療協会, 国立保健
医療科学院, 志學館大, 千葉大, 名古屋大



ビデオ会議システムを用いた神経心理検査

読売新聞 朝刊 2017.7.20



強迫症に対する遠隔で行う
曝露反応妨害法

国内で初めて遠隔で行う曝露反応妨害法の効果を報告。
遠隔治療は利便性、継続性に優れ、症状が強い状況下
でトレーニングが行えるため、通院治療より効果が勝
る可能性がある。

岸本ら. 臨床精神医学 2016

読売新聞 朝刊 2017.4.24



遠隔医療 その先へ
Telemedicine and Beyond



12

うつ病・双極性
障害における
重症度評価

代表的
レーティング
スケール

・Hamilton Rating Scale for Depression
・Montgomery Asberg Depression Rating Scale
など

評点の仕組み

以下の合計点
【自覚症状】気分・エネルギー・自殺念慮 等
【生理的活動】食欲・睡眠
【他人の観察】表情・体動

問題点

判断基準が曖昧
評価者がバイアスを受けやすい
時間がかかる
多次元性
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認知症における
重症度評価

代表的
レーティング
スケール

・長谷川式簡易知能評価スケール
・Mini Mental State Examination
・ウェクスラー記憶検査など

評点の仕組み
・記憶力を中心に、認知機能を広く浅く
and/or 狭く深く評価

問題点

簡便なものは非常におおざっぱ
詳しい検査は負担が大きい（＞1時間）
天井効果
床効果
練習効果
多次元性



睡眠

マルチモダルデータ
を組み込むための
ソフトウェア・プ
ラットフォーム

ウェアラブルデ
バイスを用いた
日常生活の
モニタリング

診察場面の記録
画像表情推定
(無喜怒哀楽)
経時的表情変化
瞬目

カメラ
(画像解析)

機械学習
声 音声解析

会話
(音響,話速,感情語,
指示語,文法, 語彙)

新規デバイスの開発

事業化

診療補助システム
およびデバイスの開発

客観的重症度尺度の作成

重症度を反映する特徴量の同定
再発パターンの同定

赤外線
カメラ 動作速度

落ち着きのなさ

慶應義塾大学
理工学部

Project for Objective Measures using 
computational Psychiatry Technology

表情

活動量
行動範囲

慶應義塾大学
医学部

精神・神経科
既存尺度による症状評価

体動



精神病理学

こころの病を理解しようとする学問

患者の言語を理解、解釈、診断

自然言語処理による心の病の
理解: 未病で精神疾患を防ぐ

自然言語処理

人間が使う自然言語をコンピュータが処理

解析技術の向上 × ビッグデータ

形態素

•語彙 カテゴ
リー 意味

•指示語の頻度
単語の反復

係り受け

•係り受けの距離
複雑さ

項構造解析

•文章構造

×

Understanding Psychiatric Illness through Natural Language Processing
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自然言語処理を用いた
統合失調症ハイリスク

者の発症推定



精神科イノベーションに関連したELSI
（ETHICAL, LEGAL AND SOCIAL ISSUES）
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 個人情報は守られるのか・差別につながらないか

 診断ミス・責任の所在は

 長期的視野にたった社会的影響は

 知的財産権のあり方は？



岸本泰士郎, MD, PhD
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ご清聴ありがとうございました


